








〔研究目的〕 

ビリルビンの聴毒性に対する臨床的指標として聴性脳幹反応(ABR)を用い,血清ビリルビン

濃度の変化に伴う ABR の変動ならびにその可逆性について検討することを目的とした。初

年度はまず基礎資料をうることを目的に正常新生児・未熟児における至適検査条件ならび

に正常値について検討しその成績を報告したが,今年度はその資料をもとに高ビリルビン

血症の聴覚伝導路に及ぼす影響について検討した。 


